平成1８年度（第５期）事業計画書
（平成１８年６月１日から平成１９年５月３１日まで）
特定非営利活動法人　東上まちづくりフォーラム

１．事業実施の方針
平成１７年度に力を入れて実施してきた行政の広報紙編集業務が、志木市側の都合により１８年度に継続されないことは大変残念な事ではありますが、今年度は当ＮＰＯ法人設立時の志に再度立ち返り、法人活動中興の年度としたいと考えています。

そもそも東上まちづくりフォーラムは「まちづくり」をその名称内に含んでいますが、主に“地域の産業振興を通じて、まちづくりを図ろう”と意図する団体です。それは定款の中に「まちづくり」とともに「経済活動の活性化」や「職業能力開発又は雇用機会拡充」を掲げていることとも対応します。

私たちが主たる活動地域としている東武東上線沿線においては、産業振興といっても、工場を誘致するといった方策が今後有効とは考えられず、振興の中心的な要素は、私たち市民一人ひとりが有している“人的な資源”であると思われます。「内発型の産業おこし」という言い方がありますが、私たちが今までに培った技量や知識・知恵を駆使して、この地域において、身の丈にあったビジネスを起こしていく事が、「内発型」の産業振興につながると考えています。

平成１８年度は、以上のような基本的な考えのもと、この地域から起業家がたくさん生まれ出ることを意図したプロジェクトや、産業振興に結びつく基盤としてのネットワークづくりなどに力を入れていく方針です。

また今年度は、一つ一つの活動について、その後の展開や継続発展を当初からよく考えたものとして、行っていくことに留意致します。これは、今までに行ってきた活動が、単体としては評価されるものであっても、その後の継続活動につながっていないものがある、との反省にたっています。

今年は、財政的には今までになく逼迫した年度になりますが、ＮＰＯ法人中興の年度にすることを理事一同強く心に刻み込んでおりますので、どうぞ会員の皆様方にもご協力、ご参画を、よろしくお願いいたします。

　
２．事業の実施に関する事項
（１）特定非営利活動に係わる事業

①地域資源の再発見と人材開発の場の提供
東武東上線沿線における最大の地域資源を「人材（人財）資源」であると捉えて、人材資源を発掘・開発するセミナーやイベント等を開催します。例えば、中高年層を対象としたものであれば、『地域デビュー講座～働く、起業、ボランティア・・多彩なあなたの可能性をさぐる』といったイベントですが、そのような一人ひとりの地域人材にとっての機会開発の場を提供します。これは、現時点ではまだ明確な形が見えていませんが、人材を扱うコミュニティビジネスへの展開等につながるものに致します（下記に記載があるように『人材マッチング・プロジェクト』等に関して今年度は本格的な検討を開始します）。
②街づくり提案とプロジェクト活動
ＳＯＨＯ／マイクロビジネス創業支援プロジェクト(セールスレップ育成研修等)や、空き店舗活用・商店街活性化プロジェクト（いろはまちづくり企画等）をはじめとして、今までも地域産業振興につながるプロジェクトを実施してきましたが、今年度はそれらの成果・実績を踏まえて、『アントレ・ファーネス（起業炉）』という名称で、起業家（及びその予備軍）が集まり、ビジネス起こしについての熱い会話ができる場を作り出します。これは単なる勉強会に終わらせず、そこから実際のビジネスが起きる場とします。
またその新規プロジェクトと連動する形で、従来から継続してきた『ＳＯＨＯ／マイクロビジネス創業支援プロジェクト』も活性化します。平成１６年度に経済産業省から助成金を頂き実施したセールスレップ育成研修は、その後その活動から生み出されたセールスレップ協同組合に引き継がれ、そちらでの活動が盛んになってきていますが、もちろん同組合とも連携して、東上まちづくりフォーラムとしても、セールスレップを発掘し、業務とマッチングさせていくといった活動を行います。例えば地域内にある企業が商材を売りたいという時にセールスレップを紹介するといった活動です。これは東上まちづくりフォーラムの会員の方々に業務を紹介することでもあります。地元企業の産業活性化にもつながります。また『ＳＯＨＯ／マイクロビジネス創業支援プロジェクト』としては、他にもこれからＳＯＨＯになりたい人、すでにＳＯＨＯとして活動している人（会員にもおられます）のサポートを行います。ビジネスインキュベーション（ビジネスとしての孵化・発展をサポート）活動と呼べるものです。例えば、団塊世代を対象としたＷＥＢによる情報提供と、それを核としたコミュニティビジネスをすでに行っている会員の方（ＳＯＨＯ）がおられますが、今後の展開をサポートします。具体的には、コミュニティビジネスの発展が図れるような企画をつくり、それに対して出資が集まるようにしたり、または助成金等が取れるようにする活動などを行います。
また、働きたい中高年シニア層や女性層またニートやフリーターと呼ばれる若者層と、人材を欲している地元の中小企業のニーズをマッチングさせる『人材マッチング・プロジェクト』についても本格的な検討を開始します。
③住民交流の場づくり
原則毎月１回の『三火会』を今年度も継続して開催します。

引き続き、志木市のＮＰＯの集まりである『志木・ＮＰＯネットワーク会議』の世話人の役割を引き受けます。

また、今年度から新たに、東武東上線沿線で地域の産業振興に関心をもつ他のＮＰＯ法人との定期的なコミュニケーションの場をつくり、相互にサポートし合えるような仕組みを作ります。『東上線沿線ＮＰＯネット』と呼べるものですが、そこが関わる形での年１回のまちづくりサミットを開催します。これは、前述した『地域デビュー講座～働く、起業、ボランティア・・多彩なあなたの可能性をさぐる』と一体となって開催される可能性もあります。
	事業名
	事業内容
	実施予定日
	実施予定場所
	従事者の予定人数
	受益対象者の範囲および予定人数
	支出見込み額

（千円）

	地域資源の再発見と人材開発の場の提供
	人材資源を発掘・開発するセミナーやイベント等の開催
	年１回
	東武東上線沿線の公的施設等
	３人
	働きたい中高年シニア層や女性層またニートやフリーターと呼ばれる若者層（約100名）
	５０

	まちづくり提案とプロジェクト活動


	アントレ・ファーネス（起業炉）プロジェクト


	通年
	東上まちづくりフォーラム志木中央事務所、事務局オフィス
	３人
	東上まちづくりフォーラム会員（約20名）
	５０

	
	ＳＯＨＯ／マイクロビジネス創業支援プロジェクト（ビジネスインキュベーション活動）

	通年
	東上まちづくりフォーラム事務局オフィス
	５人
	東上まちづくりフォーラム会員（約20名）
	２５０

	住民交流の場づくり


	まちづくりサミット


	年１回（上記、人材資源を発掘・開発するセミナーやイベント等の開催と一体となって開催される可能性あり）
	東武東上線沿線の公的施設等
	７人
	地域活動を行っている団体・個人（約100名）
	５０

	
	三火会


	毎月第３火曜日
	東上まちづくりフォーラム事務局オフィス
	２人
	地域活動を行っている団体・個人（延200名）
	０

	
	志木ＮＰＯネットワーク会議（世話人）
	通年
	志木市の公的施設等
	２人
	志木市で地域活動を行っている団体・個人（60名）
	０

	
	東武東上線ＮＰＯネット（世話人）


	通年
	東上まちづくりフォーラム事務局オフィス、東武東上線沿線の公的施設等
	２人
	東部東上線沿線で地域活動を行っている団体・個人（約200名）
	０
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